






ー 方策を具現化するための施策と到達スケジュール ー

● 研修会の開催を継続し、より高度なテーマ作りやプログラム作成を行う。他県、全宅連とも本件に関し、

   情報を共有し、取り入れられるものはどんどん取り入れる（会員の知識向上）
● 開業支援セミナーも開催を継続し、効果的なプログラムの作成を行う。他県、全宅連とも本件に関し、情報を

   共有し、取り入れるべきものはどんどん取り入れる。（会員数増強対策）
● 全会員参加でハトマークサイトの利用を促進し、問い合わせの倍増を目指す（市場活性化・会員の利益向上）
● 不動産無料相談会の毎日開催を継続し、事例を会員へ公開することによりトラブル防止を促進する

　 （適正・公正な不動産取引の確保、消費者保護）
● 空き家相談会の各任意団体による毎月開催を継続し、効果的運用と相談対応のプログラム作成と相談員の

　 専門的スキルアップを図る（社会問題の解決、行政との連携）
● 県内一斉空き家相談会の開催を継続し、利用者倍増の施策を構築することと不動産フェアの効果的運用を行う

   （社会問題の解決、行政との連携、公益事業の見直し）
● 専門委員会による多角的な広報活動の強化と効果的な広報手法の確立を行う（業界地位の向上）
● 市民向けセミナーのバリエーション展開とウェブ上での放映（公正な取引確保・消費者保護）

● 国連が開発目標とし日本政府も推進するＳｕｓｔｉｎａｂｌｅ　Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ　Ｇｏａｌｓ（持続可能な開発目標）

 通称「ＳＤＧｓ」の各目標とターゲットに短期目標、中期目標を落とし込み、

 「会員も行政も消費者も、誰も置き去りにしない！皆で１０年後の未来へ！！」をスローガンに

                                               として世界標準の新業態集団を目指し、

● 各エリア任意団体の県協会一本化を成し支所を設立する（会員への利便提供と組織強化、会員数増強対策）
● 入会金・年会費を低減させる（会員への利便提供、会員数増強対策、他団体との競合対策）
● ハトマークサイトをＮＯ．１流通サイトへ成長させる（市場活性化、会員の利益向上）
● 高齢会員向けの事業継承システムを構築する（永続的な組織運営、多方面の意見集約）
● 女性部会及び青年部会を設立する。また、理事会へも登用する（活発な組織運営、組織の若返り、組織の硬直化防止策）
● 空き家解消の仕組みを先導的に構築する（社会問題の解決、行政との連携）
● 専門研修会のプログラムを作成し、これを開催する（会員の知識向上、地位向上、信頼度向上）

①短期目標（当面の目標と施策）

②中期目標（５年後に向けての目標と施策）

③長期的目標（１０年後に向けた目標と施策）

①短期目標（当面の目標と施策）

②中期目標（５年後に向けての目標と施策）

③長期的目標（１０年後に向けた目標と施策）

ー 方策を具現化するための施策と到達スケジュール ー

地域社会に信頼され、不可欠な存在になる

 〈ワンストップ型住生活サービス業〉 〈ワンストップ型住生活サービス業〉
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